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～LOVE & JUSTICE～

満ちる潮に河面映え 南風そよぐ北の原 飛ぶや「集義」の星ふりて 【校訓】たくましく かしこく 美しく
しゅうぎのほし 本渡北小HPは

↓コチラ

２０２６年、３学期が始まりました。子どもたちにとって、３学期は、次の学年を視野に入れた準備の学期でもあります。
しっかりと進級の準備を進めてほしいと思います。特に６年生、進学を迎えた大切な準備期間になります。いいことは
褒められて、よくないことは注意されて、何でも言われてしていたステージから、自分で考え、判断するステージへと
進みます。それにはもちろん、責任も伴います。言われなくてもきちんとする、自分を律することが、この先の人生に大
きく影響します。楽を選ぶか苦労を選ぶか、人生のフローチャートはもう始まっています。しっかりがんばってほしいなと
思います。卒業に向けてがんばる６年生を本渡北小全職員で応援したいと思います。もちろん１～５年生のみなさん
も、次の学年への進級に向けてしっかりがんばりましょう。

始業式で私はこんな話をしました。
「校長先生は、苦手なことや新しいことにチャレンジする３学
期にしてほしいと思います。そのチャレンジが、４月、６年生は
中学校に進学したとき、１－５年生のみなさんは、ひとつ上の
学年に進級したとき、絶対に役に立つと思っています。校長
先生は、人生はチャレンジだと思っています。きついから、わか
らないから、と言う理由でチャレンジをあきらめないでほしいと
思います。
３学期は、あっという間に終わります。今度しようと後回しに

していたら、あっという間に３月が終わります。やると決めたこと
を今、しっかりがんばってください。」
人生はチャレンジの連続です。できなかったことや苦手な

ことへチャレンジする、未知の世界に飛び込む、いずれもスト
レスがかかります。しかし、いずれもチャレンジしたものしか見
ることのできない風景があります。私はその風景を見ること
で、次のチャレンジが始まるのだと思っています。
子どもたちにはたくさんチャレンジしていろいろな体験をし

てほしいし、それらの体験から、「自分はどう生きるか？」とい
う目標をつかんでほしいと思います。それは私たち大人もそ
うですね。私も６０の節目を迎えるこの春、自分のこれまで
の人生を見つめ、そして、「自分はどう生きるか？」としっかり
目標を立ててがんばりたいと思っています。

「AMAKUSA DAY」
での北っ子の活躍↓→←↑新学期の授業や無言掃除の様子

↑始業式等


